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図22火災警報発令時および夜間は、台車と台
車の間に4～6インチの煙道を設ける。
これにより消火にかかる時間を短縮し、
火災による損傷を軽減することができる。
図21コントロールパネル
ファンコントロールパネルは、消防署による手動での煙
除去システムを制御することを許可している。
6.6排煙
アーカイブズⅡビルは専用の冷暖房施設を持つ。空気処理システムの制御部分には、排煙
シーケンスが設けられ、ビルオートメーションシステムがファンやダンパーなどの制稚l1を行う。
自動制御類の他に、火災制御室では排煙システムを完全手動制御することができる。これは専
用の「手動ファン制御盤」のスイッチを使用して行う。カラーコードが施されたこの制稚ll盤に
は、ビルの平面図と立面図が拙かれ、スイッチ類は各エリアかその近くに設けられ、操作ミス
を起こしにくい設計となっている。
収蔵庫内では、専用の冷暖房空調設備(HVAC)15)システムが天井から空気を供給し、床の
近くで排出する。非常退出を妨げることなくHⅧCシステムによる排煙を実現するには、ダン
パーやリレーを追加する必要があった。収蔵庫内には専用の排煙ファンが設けられ、毎時約8
回の空気入れ換え能力を持つ。一つの収蔵庫が排煙状態にあるとき、他の収蔵庫は再循環モー
ドとなり、これらの収蔵庫内の気圧は若干高められ、煙の侵入を防ぐ。
15）冷暖房空調設備(H1HC)については、註8を参照。
－27－
国文学研究資料館紀災アーカイブズ研究篇第6号（通巻第41号）
7．セキュリティー
NARAは、連邦政府が所有する恒久的に貴重な記録の安全な保管を任されている。アーカイ
ブズⅡには、紙記録、地図や図画、写真フイルム、電子記録など、さまざまなアーカイプズ資
料が収蔵されている。なぜセキュリティーが必要か？その理lllは、中には機密情報を含むもの
もあり、どれも2つとして存在しないものばかりである。そのためにセキュリティーが必要と
なる。ここではNARA職員およびアーカイブズ記録を盗難、機密情報の不正開示、サボター
ジュ、スパイ活動などの脅威から守るために、最先端かつ柔軟でコスト効率の高いセキュリ
ティーシステムを導入している。
7.1セキュリティー重視の設計
アーカイプズⅡの設計では、歴史的な記録を閲覧する一般市民の権利と、これらの文il｝を保
護することとのバランスを心がけた。セキュリティー制御は、アーカイブ作業や研究作業に必
要以上の制約を加えないように、慎敢に設計した。全体としては、承認を受けた者以外の立ち
入りを禁止するセキュアなゾーンを施設内に設けることを基本とした。研究者や一般市民は、
アーカイプズ（記録史料）の保管や運営エリアとは区別され、これらのエリアを隔離するため
の「セキュリティー緩衝地帯」が建物自体に作り込まれている。こうすることで、来館者は食
堂や講堂などに自由に立ち入ることができ、過度なセキュリティー手順に患わされることなく
研究を行うことができる。
－公共エリア：食堂、コンビニエンスショップ、閲覧者登録嚇務所は、ロビーから外れた場所
に位慨し、誰もがセキュリティーチェックなしに訪れることができる。講堂、会議室、閲覧
者ロッカー室はロビーの一階ドに位置し、ロビーからはエレベーター、もしくは階段で訪れ
ることができる。ビルの他の部分は、セキュリティーチェックなしに立ち入ることはできな
い。
一オフィス：アーカイブズⅡの管JII!エリアに立ち入るには、セキュリティーチェックポイント
を通る必要がある。
－非公共エリア：記録保管エリア（収蔵庫)、アーカイバルプロセシングオフィス、及び研究室
への入室は、カードリーダーによる電子制御セキュリティー扉で制御される。
-StenyH.Hoyer研究センター：アーカイブ記録に関するすべての研究は、この研究センター
で行われる。研究に際しては、アーカイブズⅡ職員が常時監視し、これら貴重な記録を保護
する。唯一の一般出入り口には、一人以上の警備員が守るセキュリティーケートが設けられ
ている。ロビーからセンターに入った閲覧者は、2～6附のどのリサーチ室にも|'llllに立ち
入ることができる｡センターや個別のリサーチ室の入退出に際しては､カードリーダーでカー
ドをスキャンしなければならない。
閲覧者は、必ず閲覧者カードを携帯することが求められ、研究センターに立ち入る前に、所
持品をすべてロッカー室に預けなければならない。センターに持ち込まれるノート類には承認
印が押され、コンピューターや搬影器具は警備員の検査を受ける。NARAでは、閲覧者にマー
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ｸ付きの紙、カード、鉛筆、手袋を支給する。これは各リサーチ室にある情報センターに備え
られている。
研究活動の監視を高めるために、リサーチ室内の視野を遮る障害物はできるだけ排除した。
室内のセキュリティーは、特別な訓練を受けたNARA職員が担当する。室内には監視カメラ、
中央参照デスク、及び監視デスクが置かれ、職員が閲覧者全員を観察できるようになっている。
コピー機は、閲覧者が原本の複写を作成するのを職員が観察できるように、監視デスクの隣に
置かれる。文書リサーチ室内の集団リサーチ室は、観察しやすいように壁がガラスとなってい
る。ビデオテープの参照コピーは暗号化されており、出口に設けられた盗難防止装置で簡単に
感知できるようになっている。
7.2セキュリテイーシステム
アーカイブズⅡにおけるセキュリティーは、セキュリティーを前提とした建築手法、電子セ
キュリティーシステム、常時行われる入退出管理、24時間の警備体制、及び予備警備要員で成
り立っている。セキュリティーの運営状況は、NARAのセキュリティー担当職員が監視する。
記録保管エリアの物理的な設備としては、頑丈な金具類、金属扉、石造防火壁、コンクリー
トの床と天井、及び扉の施錠装置などがある。収蔵庫エリアに窓はない。
電子セキュリティーシステムの一つとして、侵入感知と入退出管理を監視するセキュリ
ティー管理システムがあり、このシステムはセキュリティー制御室の中央セキュリティーコン
ソールにある。このコンソールには、侵入警報と入退出監視、閉回路テレビ(CCIV)モニター、
ビデオテープレコーダー、及び主インターホン端末が設置されている。主セキュリティーコン
図23CC1Vシステムは、出入り口、厳重セキュリ
ティー収蔵庫､研究センター、非常口など、特
定の場所を監視する。
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図24リサーチ室で閲覧者を監視するのに使用され
るセキュリティー装置の一つにカメラがある。
－29－
国文学研究資料館紀要アーカイブズ研究篇第6号（通巻第41号）
ソールにはまた、予備火災報知器が設置されている。セキュリティー管理システムは、指定さ
れたセキュリティードアのカードリーダー制御機能、警報監視機能、ならびにこれらの機能を
司るソフト・ハード機能を持つ。
入退出管理システムは、セキュリティー管理システムに接続される14Oあまりのセキュリ
ティーカードリーダーで構成される。カードリーダーは職員出入り口、記録保管エリア、プロ
セシングオフィス、研究室、搬入出ドックなど、セキュリティーで保護され、注意を要する場
所の入退出を管理する。カードリーダーはまた、NARA職員と一般来館者とを隔離し、管理エ
リアへ入退出を監視する働きも持つ。
CCIVシステムは、出入り口、厳重セキュリティー収蔵庫、研究センター、非常口など、特
定の場所を監視する。モニターはセキュリティーコンソール、搬入出ドック、ロビーのセキュ
リティーデスク、及び研究センターのモニターデスクに設置される。
セキュリティーインターホンシステムは、セキュリティー制御室と職員とが通話をするため
の双方向のネットワークである。非常電話は収蔵庫の入口、プロセシングオフィス、階段吹き
抜けをはじめ、その他注意を要する場所に設けられており、非常時にはセキュリティー担当官
にただちに連絡をすることができる。高度なセキュリティーが要求される場所では、非常電話
図25入退出管理システムは、セキュリ
ティー管理システムに接続される
複数のセキュリティーカードリー
ダーで構成される｡カードリーダー
は職員出入り口､すべての記録保管
エリアなど､セキュリティーで保護
され､注意を要する場所の入退出を
管理する。
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図2624時間警備体制により建物と職員を守り、セ
キュリテイー制御室に設置されたセキュリ
ティー管理システムの監視を行う。写真のコン
ソールには、侵入警報とアクセス、CC1Vモニ
ター、ビデオテープレコーダー、及び主イン
ターホン端末が装備されている。
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はCCTV監視カメラと連動する。
8．まとめ
アメリカ国立公文III:ワシントンDCでは、訪問者に対し、アメリカIKI民のアーカイブズ・プ
ログラムとしての劇場を述営している。そこでは国家のレコードを保持するII(I立公文ill館の役
割をわかりやすく強I淵したアーカイブズの豊富な資料のプレゼンテーション映III'iが一日中上映
されているという。IKI立公文詳館・記録管理庁(NARA)に関する調査解説である仲本和彦著
「アメリカ国立公文11}館徹底ガイド」（凱風社刊、2008年）によると、NARAは、一大情報セン
ターとして、アーカイブズⅡのほかに全米33の施設を監督する。仲本氏のガイドは、アメリカ
でのアーカイプズ調査の拠点となるアーカイブズⅡについて、閲覧室のリサーチテーブルの位
置まで詳細に活写し、表舞台を思う存分探求することができる構成になっている。その舞台裏
を丹念に紹介したのが本稿であると言えよう。
本稿では、ArchivesⅡのアーカイプズ建築・設備の新設時の保管管珊、アーカイプズ施設の
材料、また移動棚･I¥架の仕様、電子技術を駆使したセキュリティ・システムにも言及してい
る報告を第1の素材として検討した。その結果を次回の事例とし比較検討し、アーカイブズ建
築の設備の特性を考察するため、今後の比較検討の課題と着目すべき点を次に取り上げておく。
．「雄良の保符・保存・椚用を提供する」機関の責務として、保存環境における洲&度・相対湿度
の制御基準を厳格に記録媒体ごとに設定し、恒温・恒湿としている。徹底したh'i浄な空気管
理の制御を||指している。
・建築家や施工業者の推奨する材料であっても、アーキビスト・コンサベーター、化学者か協
力し、使用状況に応じた個別の試験と承認を行う。
・施設使用材料は、第一に採川不IIJ材料を選定し、岐新の採用可能な材料をすべて検査によっ
てより分ける。適切な材料がなく代替品を用いる場合は、その材料からの悪影響を除去する
対策を施すこと。
．「テクノロジーを栃用してアーカイバルレコードを守る」ため、当時の最新鋭の科学技術によ
る材料検査と評価を実施した。その評価結果をもとに、継続して空気環境の測定検査を行う
監視体制を維持する。
・将来の資料増加を見込む保管密度を最大限に高めた移動棚と効率的かつ安定的駆動のための
電動運転方式の採用。
・スプリンクラーシステムの改善と尚密度移動棚の火災対応システムのI淵終。
・蚊先端かつ柔軟でコストパフォーマンスの高いセキュリティーシステムの導入。
アーカイブズⅡにおけるアーカイブズ固有の特性を反映した設計と設備のあり方は、我々に
多くの示唆を与えてくれる。
以下、次回「アーカイブズ建築と設備の特性Ⅱ」に続く。
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